
                              

                                  

  

 

 

 

 夏休みの過ごし方 

 明日の登校を区切りに、３７日間の夏休みに入ります。自分の興味や好奇心を学習につなげる

絶好の機会ですし、深く掘り下げることができます。夏ならではの体験や、時間的ゆとりがある

期間に家族の一員として役割を担うなど、学校生活がある中では体験できない活動や学びの時

間になることを願っています。とはいえ、本来学校に行っている時間帯も休みになるため、不安

や負担に思われる保護者の気持ちもお察しします。そこで、少しでも心が軽くなるヒントになれ

ばいいなと思っているこの頃です。 

 

不安や負担の内容は、生活リズムの乱れ ・ 学習の途切れ ・ 食事の準備 が挙げられ

るのではないでしょうか。大人の不安から子どもへの要求が高くなりますが、子どもはその通り

には動かず、イライラが募ることが少なくありません。自分のことを自分でできること【自立】

や、自分の行動をコントロールできること【自律】は人生を豊かにします。では、なぜ子ども

は動かないのでしょうか。それは、子どもにとって「面白くない」「（がんばった・できた）実感

がない」「学校がある生活で培った習慣化が通用しない」ものだからです。そこで、やる気スイ

ッチを入れるために、こんな方法はどうでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある休日の過ごし方を我が子と計画したら、「お母さんはこっちに書いてね」「自分のことは自

分で書いてね」と言われました。苦笑いで受け入れると、本人は機嫌よく、自分から行動してい

ました。大人が同じ方法で動くことも子どものやる気につながると学びました。 

方法はさまざまです。無理せずにできる「悪くない」方法を選んでみてはいかがでしょうか。

保護者のみなさんにとっても有意義な夏休みになりますように。応援しています。 
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作戦会議という名の計画 

 

柔軟性 

見える化 

楽しい雰囲気 

 

・○○をする時はこの曲⇒テンポの速い曲／好きな曲 

・ネーミングで特別感⇒「今日のお昼はおにぎりパーティー」 

・がんばった実感⇒ToDoリストやシールでポイント制 

・できた実感⇒写真や動画で記録し、前の自分と比較する 

★家族と共有できる⇒子どもへのポジティブな声かけに！ 

・子どもは経験から学ぶ（やってみなくちゃわからない） 

⇒後ろ倒しになっても大丈夫な超スモールステップの計画を 

・見通しをもってできる⇒子ども自身も大人も安心 

・うまくいく計画には、子ども自身の納得や決定が必須 

⇒夏休み期間の習慣をつくる 提出までの期間が長い課題の取り組み計画は、 

中学校の練習にもなります  


